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標津町ミニテニス愛好会
◎練習は毎週火・木・金曜日、午前10時～11時30分
　総合体育館で！
　初めての人もどうぞ遊びに来てください。
　お待ちしています!!

第10回根室管内親睦ミニテニス交流会 in なかしべつ　

会員15名で行っています。

中標津町総合体育館にて
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◦�高レベル放射性廃棄物の
最終処分場を受け入れな
いことを求める意見書

　提 出 者
大垣　　勇 議員

◦�根室海峡海域におけるロ
シア連邦トロール漁船に
関する意見書

　提 出 者
大垣　　勇 議員

意見書

平
成
30
年
度
予
算
案
を

予
算
審
査
特
別
委
員
会
付
託

同意案件
根室市町村等
公平委員会委員
寺澤　哲也 氏

＜住所＞
　目梨郡羅臼町船見町19番地6
＜任期＞
　平成30.4.1～34.3.31

一般会計の補正予算
主なもの（執行残等は除く） （単位：千円）

項　目 金　額 内　容

標津町起業等支援
事業 2,250 年度内起業等支援補助金交付申

請発生による追加

保健福祉センター
維持管理費 1,477 燃料費等の不足及び床暖送水制

御機器故障による修繕費の増額

ふるさと応援基金
積立金 91,328 返礼品代金、送料及び寄附見込

積立金の追加

ふるさと新生プラン・
ステップⅡ推進基金
積立金

180,000 政策積立

障がい者介護・訓
練等給付費 5,849 利用対象者の増による給付費の

追加

病院会計繰出金 47,000 収益的収支の入院及び外来収入
の減などによる操出金

新規入植者受入対
策事業 3,150

本町への新規就農希望者が研修
を行った別海町研修牧場の育成
費用を農協と折半負担するもの

標津町農業担い手
サポート推進事業 2,183

①新規農業者支援事業
②経営サポート事業
※農協と折半

酪農ヘルパー育成
促進事業補助金 4,500 農協が行うヘルパー事業への助

成金

秋サケ施設整備対
策事業費 20,818

根室管内さけます事業協会の平
成29年度施設整備に係る漁獲割
会費を補助し、漁業者の負担軽
減を図る。

冬まつり助成金 1,500 川北で開催の冬まつりへの助成
金追加（指定寄附）

諮問案件

　
平
成
30
年
度
一
般
会
計
予
算
・
特
別
会
計
予

算
9
件
・
予
算
に
関
係
す
る
6
件
の
条
例
制
定
・

改
正
を
議
長
を
除
く
9
人
の
議
員
で
構
成
す
る

審
査
特
別
委
員
会
に
付
託
し
ま
し
た
。

委
員
長

吉
田
　
　
智 

議
員

副
委
員
長

山
崎
　
英
司 

議
員

人権擁護委員
奥村　俊己 氏

＜住所＞
　標津町北4条西3丁目3番11号
＜任期＞
　法務大臣の委嘱の日から3年間
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平成30年第１回定例会（３月８〜 15日）で３議員が一般質問をしました。
各議員の質問項目とその内容を要約して掲載します。

町政のそこが聞きたい
一　般　質　問

小川　悠治　議員…４ページ
　● 道東沖『超巨大地震切迫』①�
　　 当町の防災対策を確認する

南　　憲治　議員…５ページ
　● 道東沖『超巨大地震切迫』②
　　 災害弱者の避難には課題多し!
　● �崎無異の「一般廃棄物最終処分場」

延長・再利用が可能か？

吉田　　智　議員…６ページ
　● 道東沖『超巨大地震切迫』③
　　 津波を想定した
　　 「実践的な防災・減災訓練」の実施を!
　● 人口対策【第三の道】
　　 『関係人口』に対する見解を質す

　一般質問とは、定例会において、各議員が住民を代表して、
行政全般にわたり町執行機関の政策・方針を質す事です。
　あるいは報告、説明を求め又は疑問を質すことをいう。

千
島
海
溝
沿
い
の
地
震
活
動
の
長
期
評
価
（
第
三
版
）

北海道消防新聞 平成30年2月号より抜粋、一部加筆

超巨大地震の予測
今後30年以内M8.8程度以上 7〜40％

【十勝沖・根室沖・色丹島沖及び択捉島沖】

平成29年12月19日、政府の地震調査委員会が千島海溝沿いの地震活動の長期評価（第三版）を公
表、更に、明後日（3月11日）に東北地方太平洋沖地震発生の災禍の日（東日本大震災7年）を迎えるに
当たり、3議員が標津町の防災・減災対策に関して質（ただ）しました。

H29.12.19 地震調査委員会が公表海溝型地震
海のプレートと陸のプレートとの間のずれに
よって生じるプレート間地震と海のプレート内
部の破壊によって発生するプレート内地震を指
し、大きな津波を伴う事もある。

東北地方太平洋沖地震
3月11日15時25分
岩手県宮古市

千島海溝沿いで発生する地震の規模・確率
（今後30年以内の地震発生確率）
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問
　
昨
年
末
の
「
切
迫
し

て
い
る
超
巨
大
地
震
の
発

生
！
」
の
報
道
参
考
１

に
、
町
民
は
大
き
な
不
安

を
抱
い
て
い
る
。

　

明
後
日
に
東
日
本
大
震

災
７
年
目
を
迎
え
る
に
当

た
り
、
防
災
対
策
７
項
目

及
び
防
災
マ
ッ
プ
の
見
直

し
に
関
し
て
確
認
す
る
。

当
町
の
防
災
対
策
を
確
認
す
る

小川　悠治 議員

道
東
沖『
超
巨
大
地
震
切
迫
』
①

北海道新聞

北海道新聞

参考１

参考２

平成29年12月19日（火曜日）付【夕刊】

平成30年3月10日（土曜日）付

９面 １面

抜粋

16面 地域の話題

答　
異
例
の
形
に
な
る
が

住
民
生
活
課
防
災
担
当
：

和
田
係
長
が
独
自
調
査
の

結
果
を
踏
ま
え
答
弁
す
る
。

答　
和
田
係
長

災
害
応
急
対
策
の
推
進

�

資
機
材
、
人
員
等
の
配

備
・
手
配

�

他
機
関
に
対
す
る
応
援

要
請
体
制

積
雪
・
寒
冷
対
策

�

迅
速
且
つ
混
乱
の
無
い

避
難
広
報
・
避
難
活
動

交
通
対
策
と
周
知

�

避
難
意
識
の
普
及
と
啓

発
の
７
項
目
に
関
し
て
、
具

体
的
対
策
を
提
示
し
た
。

★「
ジ
オ
ス
ラ
イ
サ
ー
」を

用
い
た
独
自
調
査
の
結
果

及
び
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に

関
し
て
は
参
考
２

参
照
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問
　
政
府
の
地
震
調
査
委

員
会
は
本
年
１
月
、
巨

大
地
震
が
30
年
以
内
に
起

き
る
確
立
が
、
80
％
程
度

に
引
き
上
げ
ら
れ
た
と
発

表
し
た
。
発
生
確
率
を
正

確
に
出
す
こ
と
は
困
難
で

あ
る
。

　

し
か
し
、
道
東
沖
で
起

き
た
巨
大
地
震
に
よ
る
津

波
発
生
か
ら
４
０
０
年

経
っ
た
と
さ
れ
、
専
門
家

は
発
生
は
近
づ
い
て
い
る

と
予
測
し
て
い
る
。

　
「
い
つ
起
き
て
も
お
か

し
く
な
い
」
と
の
意
識
を

持
ち
、
各
自
治
体
や
家
庭

で
備
え
を
欠
か
さ
な
い
事

が
大
切
で
あ
る
と
言
う
。

　

だ
が
、
住
民
の
防
災
意

識
の
維
持
、
高
齢
者
や
障

が
い
者
等
の
災
害
弱
者
の

避
難
に
は
、
多
く
の
課
題

が
残
さ
れ
て
い
る
。

　

い
ざ
と
言
う
時
の
リ
ス

ク
を
減
ら
し
、
地
域
と
住

民
を
守
っ
て
い
く
た
め
に

町
と
し
て
、
ど
の
様
な
対

策
・
対
応
を
図
る
の
か
を

伺
う
。

答　
単
位
町
内
会
で
の
避

難
訓
練
は
実
施
し
て
い
る

が
、
全
町
で
の
訓
練
は
実

施
し
て
い
な
い
の
で
、
各

災
害
弱
者
の
避
難
に
は
課
題
多
し
！

全
町
規
模
の
訓
練
を

　
　
　
早
期
に
実
施
し
た
い

南　　憲治 議員

道
東
沖『
超
巨
大
地
震
切
迫
』
②

崎
無
異
の

「
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
」

延
長
・
再
利
用
が
可
能
か
？

朝日新聞 平成24年7月19日付 抜粋

町
内
会
に
お
い
て
、
要
援

護
者
等
の
災
害
弱
者
の
確

保
と
避
難
誘
導
が
で
き
る

か
が
課
題
で
あ
り
、
早
期

に
実
施
し
た
い
。

　

又
、
地
域
16
団
体
と
災

害
協
定
を
結
び
、
災
害
対

策
本
部
、
防
災
会
議
等
、

地
域
の
防
災
力
を
高
め
て

行
き
た
い
。

問
　
平
成
16
年
７
月
に
竣

工
し
た
「
一
般
廃
棄
物
最

終
処
分
場
」（
崎
無
異
）

は
、
施
設
概
要
に
よ
る
と

平
成
31
年
７
月
迄
の
埋
立

期
間
と
な
っ
て
い
る
。

　

平
成
28
年
12
月
定
例
会

に
お
け
る
一
般
質
問
で
は

埋
立
率
50
％
程
度
と
の
事

で
あ
っ
た
が

防
水
シ
ー
ト

水
処
理
装
置

破
砕
機

の
健
全
度
を
質
す
。

答　
質
問

～

に
関
し

て
は
、
毎
年
点
検
し
て
い

る
が
、
問
題
指
摘
は
な
い
。

　

現
時
点
に
お
い
て
も
、

残
余
率
49
％
の
状
況
で
あ

り
、
今
後
も
利
用
可
能
の

判
断
の
下
、
地
元
住
民
及

び
漁
協
、
道
、
羅
臼
町
と

の
協
議
を
詰
め
、
最
良
の

策
を
検
討
し
て
い
く
。

「一般廃棄物最終処分場」

平成29年11月7日時点の埋立状況
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問
　
平
成
23
年
の
東
日
本

大
震
災
の
死
者
の
90
％
以

上
が
津
波
に
よ
る
水
死
で

あ
っ
た
。
標
高
5
メ
ー
ト

ル
以
下
に
役
場
庁
舎
、
市

街
地
を
有
す
る
標
津
町
は
、

超
巨
大
地
震
に
よ
り
誘
発

さ
れ
る
津
波
に
よ
っ
て
甚

大
な
る
被
害
が
想
定
さ
れ

る
。

　

東
日
本
大
震
災
の
教
訓

を
得
て
、
国
の
津
波
避
難

対
策
検
討
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
は
、「
最
も
有
効

で
重
要
な
対
策
は
素
早
い

避
難
」
と
す
る
最
終
報
告

を
平
成
24
年
7
月
に
ま
と

め
た
。

　

釜
石
市
で
は
、
東
日
本

大
震
災
に
よ
り
死
者
・
行

答
　
過
小
な
る
事
な
く
、

且
つ
、
無
意
味
に
過
大
な

る
事
の
な
い
適
切
な
災
害

想
定
評
価
を
行
な
い
、
平

時
に
お
い
て
、
町
内
の
全

体
像
を
把
握
し
、
発
災
時

に
正
確
な
情
報
発
信
が
出

来
る
様
、
努
め
て
行
く
。

　

役
場
庁
舎
は
、
平
成

30
年
度
予
算
に
お
い
て
、

「
耐
震
改
修
等
設
計
事
業
」

と
し
て
、
３
０
０
０
万
円

を
計
上
し
た
。

　
「
釜
石
の
奇
跡
」
を
範

と
し
て
、
町
民
参
加
型
の

防
災
・
減
災
訓
練
を
繰
り

返
し
実
施
す
る
事
を
検
討

す
る
。

問　
※2

標
津
町
の
関
係
人

口
に
関
わ
る
対
象
に
対
し
、

「
標
津
町
の
魅
力
あ
る
関

わ
り
価
値
」
を
情
報
発
信

し
、
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を

遂
行
し
て
行
く
事
が
、
人

津
波
を
想
定
し
た

【
実
践
的
な
防
災・減
災
訓
練
】の
実
施
を
！

『
釜
石
の
奇
跡
』を
範
と
し
て

　
　
　
繰
り
返
し
の
訓
練
を
検
討
す
る

吉田　　智 議員

口
対
策
【
第
三
の
道
】
の

関
係
人
口
の
構
築
に
帰
結

す
る
。
見
解
を
質
す
。

答　
交
流
（
観
光
）
以
上
、

定
住
未
満
に
位
置
づ
け
ら

れ
る
関
係
人
口
は
、
地
域

を
再
認
識
し
、
可
視
化

（
見
え
る
化
）
を
推
進
し
、

段
階
的
に
多
用
な
関
係
を

構
築
し
て
行
き
た
い
。

（
図
版
参
照
）

道
東
沖『
超
巨
大
地
震
切
迫
』
③

方
不
明
者
が
約
１
３
０
０

人
に
上
っ
た
。
そ
の
中
で

市
内
の
小
中
学
生
の
99
・

8
％
が
津
波
か
ら
無
事
に

逃
げ
切
っ
た
。
そ
れ
は
、

「
津
波
て
ん
で
ん
こ
」
の

言
い
伝
え
を
守
り
、
8
年

間
に
及
び
、

①
想
定
に
と
ら
わ
れ
る
な

②
最
善
を
尽
く
せ

③
率
先
避
難
者
た
れ

の
避
難
の
3
原
則
を
教
え

て
来
た
釜
石
市
の
防
災
教

育
（
訓
練
）
の
成
果
で
あ

る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

「
有
備
無
患
（
備そ
な

え
あ
れ

ば
患う
れ

い
無
し
）」

　

綿
密
な
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
の
下
、
津
波
を
想

定
し
た
【
実
践
的
な
防

災
・
減
災
訓
練
】
の
継
続

的
実
施
が
望
ま
れ
る
が
、

所
見
を
質
す
。

『
関
係
人
口
』…「
交
流
人
口
」の
本
来
の
意
味
合
い
が
現
在
、「
観
光
客
数
」に
矮
小
化（
わ
い

し
ょ
う
か
）さ
れ
た
。そ
う
し
た
中
、「
関
係
人
口
」と
言
う
言
葉
が
、地
方
部
に
関
心
を
持
ち
関

与
す
る
人
々
を
指
し
人
口
対
策【
第
三
の
道
】と
し
て
脚
光
を
浴
び
て
い
る
。

人
口
対
策
【
第
三
の
道
】

※1『
関
係
人
口
』

に
対
す
る
見
解
を
質
す

関係人口の図式化と『関わりの階段』図版

標津町の関係人口
に関わる対象

久留米大学医学部・東京農業大学・相模女子大学・釧路教育大学・生坂村（長野県）・
東京標津会・札幌標津会・標津町観光大使（岡千秋氏）・ふるさと納税の納税者　等

月刊ガバナンス（2018年2月号） 一部加筆

※1

※2

【発行：財団法人 消防科学総合センター】

【発行：東京法規出版】
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氏名

年月日

山
　
㟢

山
　
崎

吉
　
田
南
大
　
垣

石
　
橋

木
　
下

高
　
橋

小
　
川

田
　
中

H29.6.20 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
H29.7.6 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
H30.1.19 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
H30.2.15 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

【全員協議会】議員10人

氏名

年月日

山
　
㟢
南
大
　
垣

石
　
橋

小
　
川

木
　
下

高
　
橋

山
　
崎

吉
　
田

H30.3.8 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
H30.3.12 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
H30.3.13 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
H30.3.15 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

【予算審査特別委員会】委員9人

年・月・日
氏名

議会名

山
　
㟢

山
　
崎

吉
　
田
南
大
　
垣

石
　
橋

木
　
下

高
　
橋

小
　
川

田
　
中

H29.6.20 第２回定例会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
H29.9.13 第３回定例会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
H29.12.13 第４回定例会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
H30.3.8

第1回定例会
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

H30.3.9 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
H30.3.15 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

【定　例　会】議員10人

年・月・日
氏名

議会名

山
　
㟢

山
　
崎

吉
　
田
南
大
　
垣

石
　
橋

木
　
下

高
　
橋

小
　
川

田
　
中

H29.4.27 第2回臨時会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○
H29.5.15 第3回臨時会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
H29.7.6 第4回臨時会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
H29.10.6 第5回臨時会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

【臨　時　会】議員10人

 議員の出欠状況（平成29年度） 出席……○　 欠席……×
〔　〕の委員は複数所属

氏名

年月日

山
　
㟢

吉
　
田

大
　
垣

木
　
下

高
　
橋

小
　
川

山
　
崎
南

H29.10.23 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○
H29.10.24 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○
H29.10.27 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○

【決算審査特別委員会】委員８人

氏名

年月日

〔
山
崎
〕

木
　
下

高
　
橋

石
　
橋

吉
　
田

Ｈ29.４.27 ○ ○ ○ ○ ○
氏名

年月日

山
　
㟢

山
　
崎

〔
石
橋
〕

木
　
下
南
大
　
垣

H29.5.15 ○ ○ ○ ○ ○
H29.6.15 ○ ○ ○ ○ ○ ○
H29.7.6 ○ ○ ○ ○ ○ ○
H29.8.10 ○ ○ × ○ ○ ○
H29.9.6 ○ ○ ○ ○ ○ ○
H29.10.6 ○ ○ ○ ○ ○ ○
H29.11.17 ○ ○ × ○ ○ ○
H29.12.6 ○ ○ ○ ○ ○ ○
H30.1.19 ○ ○ ○ ○ ○ ○
H30.1.25 ○ ○ ○ ○ ○ ○
H30.2.23 ○ ○ ○ ○ ○ ○
H30.3.1 ○ ○ ○ ○ ○ ○

【総務経済常任委員会】委員6人

氏名

年月日

山
　
崎

小
　
川

〔
高
橋
〕

大
　
垣
南

Ｈ29.４.18 ○ ○ ○ ○ ○
氏名

年月日

〔
山
㟢
〕

〔
山
崎
〕

石
　
橋

小
　
川

吉
　
田

高
　
橋

H29.5.１５ ○ ○ ○ ○ ○
H29.6.15 ○ ○ ○ ○ ○ ○
H29.7.25 ○ ○ ○ ○ ○ ○
H29.8.25 ○ ○ ○ ○ ○ ○
H29.9.6 ○ ○ ○ ○ ○ ○
H29.10.6 ○ ○ ○ ○ ○ ○
H29.11.17 ○ ○ × ○ ○ ○
H29.12.6 ○ ○ ○ ○ ○ ○
H30.1.19 ○ ○ ○ ○ ○ ○
H30.2.23 ○ ○ ○ ○ ○ ○
H30.3.22 ○ ○ ○ ○ ○ ○

【文教福祉建設常任委員会】委員6人

氏名

年月日

山
　
㟢

山
　
崎

吉
　
田

大
　
垣

H29.4.13 ○ ○ ○
H29.4.20 ○ ○ ○
H29.6.20 ○ ○ ○ ○
H29.7.13 ○ ○ ○ ○
H29.7.20 ○ ○ ○ ○
H29.9.13 ○ ○ ○ ○
H29.10.16 ○ ○ ○ ○
H29.10.20 ○ ○ ○ ○
H29.12.13 ○ ○ ○ ○
H30.1.12 ○ ○ ○ ○
H30.1.19 ○ ○ ○ ○
H30.3.9 ○ ○ ○ ○

【広報特別委員会】委員４人

氏名

年月日

大
　
垣

高
　
橋

小
　
川

石
　
橋

木
　
下

田
　
中

H29.5.15 ○ ○ ○ ○ ○ ○
H29.6.15 ○ ○ ○ ○ ○ ○
H29.9.6 ○ ○ ○ ○ ○ ○
H29.12.6 ○ ○ ○ ○ ○ ○
H30.3.1 ○ ○ ○ ○ ○ ○

【議会運営委員会】委員5人

氏名

年月日

山
　
㟢

山
　
崎

吉
　
田
南
大
　
垣

石
　
橋

木
　
下

高
　
橋

小
　
川

H29.6.15 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
H29.9.6 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
H29.12.6 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
H30.2.23 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

【合同常任委員会】委員９人
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平成30年３月12日〜15日
予算審査特別委員会

予
算
審
査
報
告

議案番号 議　　　　　　　　案　　　　　　　　名
議案第 1 号 標津町中小企業等振興基本条例制定
議案第 2 号 標津町国民健康保険条例の一部を改正する条例制定
議案第 3 号 標津町重度心身障がい者及びひとり親家庭等医療費助成条例の一部を改正する条例制定
議案第 4 号 標津町乳幼児等医療費助成条例の一部を改正する条例制定
議案第 6 号 標津町介護保険条例の一部を改正する条例制定
議案第10号 標津町国民健康保険標津病院設置等に関する条例の一部を改正する条例制定
議案第18号 平成30年度標津町一般会計予算
議案第19号 平成30年度標津町国民健康保険特別会計（事業勘定）予算
議案第20号 平成30年度標津町国民健康保険特別会計（病院事業）予算
議案第21号 平成30年度標津町介護保険特別会計（事業勘定）予算
議案第22号 平成30年度標津町介護保険特別会計（サービス事業勘定）予算
議案第23号 平成30年度標津町後期高齢者医療特別会計予算
議案第24号 平成30年度標津町簡易水道特別会計予算
議案第25号 平成30年度標津町下水道特別会計予算
議案第26号 平成30年度標津町金山地域休養施設等特別会計予算

一 般 会 計 69億5,000万円
７ 特 別 会 計 21億4,356万円
病院事業会計 10億　245万円総額 100億9,601万円

平成30年度 予算原案可決

　

平
成
30
年
度
標
津
町
一

般
会
計
・
8
特
別
会
計
予

算
及
び
付
託
さ
れ
た
6
件

の
条
例
に
つ
い
て
は
3
月

12
日
か
ら
15
日
ま
で
の
4

日
間
、
議
長
を
除
く
議
員

全
員
で
構
成
す
る
予
算
審

査
特
別
委
員
会
（
吉
田
智

委
員
長
・
山
崎
英
司
副
委

員
長
）
で
慎
重
に
審
議
さ

れ
、
理
事
者
及
び
各
課
主

査
以
上
の
職
員
が
出
席

し
、
総
括
質
疑
終
了
後
、

討
論
・
採
択
を
行
っ
た
。

　

予
算
審
査
特
別
委
員
会

で
は
、
活
発
な
質
疑
が
行

わ
れ
、
委
員
会
と
し
て
は

各
会
計
と
も
原
案
ど
お
り

可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定

し
た
。

　

15
日
、
予
算
審
査
委
員

会
終
了
後
、
平
成
30
年
度

第
１
回
定
例
会
に
お
い

て
、
吉
田
委
員
長
か
ら
委

員
会
審
査
報
告
が
な
さ

れ
、
全
会
一
致
で
可
決
さ

れ
た
。

人口減少時代に挑戦する「政策パッケージ2018」 ３つの柱
〜「北海道 No.1 の子育て応援のまち」として〜

◦結婚、子宝、子育ての政策
　　　　◦定住、移住、暮しの政策
　　　　　　　　　　◦産業、経済の政策
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～町民力・地域力・行政力の結集によるまちづくりの実践～

積極的に産業へ!! 対前年度比
15.2％増

各会計予算額 

※各会計の端数処理により、合算と合計額が合わない場合があります。

会　計　区　分 平成30年度 平成29年度 対前年度
比較（％）

一　般　会　計 69億5,000万円 60億3,416万円 15.2

特
　
　
別
　
　
会
　
　
計

国民健康保険特別会計（事業勘定） 9億2,841万円 8億8,597万円 4.8

介護保険特別会計（事業勘定） 4億2,286万円 4億2,606万円 ▲   0.7

介護保険特別会計（サービス事業勘定）	 2,960万円 3,001万円 ▲   0.4

後期高齢者医療特別会計	 1億2,660万円 1億1,502万円 10.0

簡易水道特別会計 2億1,242万円 2億1,255万円 ▲   0.1

下水道特別会計	 4億228万円 3億710万円 31.0

金山地域休養施設等特別会計	 2,139万円 2,248万円 ▲   4.8

特　別　会　計　合　計 21億4,356万円 19億9,919万円 7.2

企
業
会
計

国民健康保険特別会計 収益的収支 9億1,177万円 8億9,050万円 2.4
（病院事業） 資本的収支 9,068万円 1億471万円 ▲   3.4

企業会計合計 10億245万円 9億9,521万円 0.7

総　　　　　　　計 100億9,601万円 90億2,856万円 11.8

　　　　
　依

存
財
源
　
　
　
　
　　

　　
　　　　自主

財
源

総務費
5億4,048万円（7.7％）

民生費
6億2,508万円
（9.0％）

衛生費
7億7,775万円
（11.1％）

町税
6億9,598万円
（10.0％）

繰入金
6億6,165万円
（9.5％）

使用料等
5億5,413万円
（8.0％）

地方譲与税等
2億4,420万円
（3.5％）

道支出金
8億9,743万円
（12.9％）

国庫支出金
3億8,761万円
（5.6％）

町債
7億3,718万円
（10.6％）

※自主財源　19億1,176万円（27.5％）
※依存財源　50億3,824万円（72.5％）

地方交付税
27億7,182万円
（39.9％）

議会費
4,925万円（0.7％）

労働費
330万円
（0.4％）

農林水産業費
13億4,642万円
（19.4％）

商工費
1億7,561万円（2.5％）

土木費
10億1,281万円
（14.5％）

消防費
2億8,147万円
（4.0％）

教育費
5億4,709万円
（7.9％）

公債費
6億9,463万円
（10.0％）

諸支出金
0.9万円
（0.0％）

職員費
8億8,610万円
（12.7％）

予備費
1,000万円（0.1％）

歳出
69億5,000万円

町　債＝借　金
公債費＝返済金

歳入
69億5,000万円

｢科目別」内訳｢財源別」内訳

69億5,000万円でスタート

一般会計
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町
民
の
皆
様
よ
り
、
標

津
町
図
書
館
に
喫
茶
コ
ー

ナ
ー
を
設
け
、
気
軽
に
立

ち
寄
れ
る
「
町
民
憩い

こ
い

の

場
」
と
し
て
開
放
を
望
む

町内行政視察研修
常任委員会の動き

文
教

福
祉

建
設
文教

※�平成30年度は試験的にカフェを開催し、年間行事としての開催を目指す
事となった。

北海道新聞 16面

平成29年12月7日（木曜日）付

参考

標津町図書館の全景

昭和42年：公民館として建設
平成 ８ 年：図書館として改修

標
津
町
図
書
館

平
成
28
年
度

利
用
状
況

図書返却ポスト（平成28年5月設置）
　・利用状況

※29年度は12月現在

リクエストボックス（28年5月設置）
　・リクエスト利用数

声
が
あ
り
、
又
、
12
月
7

日
㈭
付
の
北
海
道
新
聞
に
、

根
室
市
の
「
図
書
館
カ

フ
ェ
」
の
記
事
が
掲
載
さ

れ
た
。・
・
・
参
考

参
照

　

こ
れ
を
受
け
、
1
月
19

日
㈮
標
津
町
図
書
館
の
行

政
視
察
研
修
を
行
な
っ
た
。

　

山
﨑
教
育
長
よ
り
、
利

用
状
況
等
の
説
明
を
受
け

た
。「
喫
茶
コ
ー
ナ
ー
」

の
解
説
に
対
し
、
教
育
長

は
、「
根
室
市
図
書
館
を

視
察
し
、
当
館
に
適
応
し

た
コ
ー
ナ
ー
開
設
を
検
討

す
る
」
と
述
べ
た
。
※

教
育
長
の
説
明
を
受
け
る
委
員

～
書
籍
陳
列
の
状
況
～

～
館
内
を
視
察
す
る
委
員
～

『
飲
食
禁
止
』
の
表
示

閲
覧
す
る
来
館
者

標
津
町
図
書
館
視
察
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総
務

経
済

　

２
月
23
日
㈮
、
担
当
所

管
の
商
工
観
光
課
と
受
託

者
で
あ
る
㈱
篠
田
興
業
の

担
当
者
よ
り
現
地
説
明
を

受
け
た
。

　

視
察
後
の
取
り
ま
と
め

の
中
で
各
委
員
か
ら

⑴�

ト
イ
レ
や
「
せ
せ
ら
ぎ

の
宿
」
な
ど
を
、
利
用

し
や
す
い
よ
う
改
善
が

必
要

⑵�

集
客
対
策
と
し
て
、
き

め
細
か
な
宣
伝
活
動
を

す
べ
き

⑶�

金
山
ス
キ
ー
場
の
今
後

の
方
向
を
示
す
べ
き　

等
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

　

こ
れ
を
受
け
て
3
月
1

日
に
委
員
会
を
開
催
し
町

か
ら
の
説
明
を
求
め
た
。

　

説
明
内
容
は
、

⑴�

平
成
29
年
度
の
運
営
状

況
⑵�
町
営
金
山
ス
キ
ー
場
運

営
財
計
画
（
6
ヵ
年
）

⑶�

年
度
別
実
績
等

　

平
成
26
年
度
の
決
算
審

査
特
別
委
員
会
で
、

『
ス
キ
ー
場
は
存
廃
を
含

め
て
検
討
す
べ
き
』

の
質
問
に
、

『
平
成
30
年
の
第
2
リ
フ

ト
の
償
還
期
限
後
の
検
討

と
な
る
』

と
の
町
長
答
弁
が
あ
り
、

検
討
課
題
と
の
説
明
を
受

け
た
。

金山スキー場年度別実績（町よりの提出資料抜粋）

平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度（見込）

利 用 人 数 合 計（人） 49,141 33,180 34,274 39,991 42,000

営 業 日 数 合 計（日） 36 24 32 37 39

営 業 収 入(千円) 3,784 3,488 2,691 2,816 3,300

一般会計繰入金(千円) 10,961 14,114 12,840 26,971 17,440
平成17年度より1月全日　2月土日祝日営業

金
山
ス
キ
ー
場
及
び

休
養
施
設
を
視
察

・ゲレンデ面積／125.489㎡
・オ ー プ ン／平常は1月1日
・営 業 時 間／9時～16時
・リ フ ト 設 備／
　第1リフト　450.47m

（昭和54年設置）
　第2リフト　570.29m

（昭和63年設置）
・町内各団体の利用／

（平成25年以降）
1,942人～3,245人

金山スキー場の概要

現地を視察する委員
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平
成
30
年
度
に
入
り
、

早
や
1
ヶ
月
が
過
ぎ
去
ろ

う
と
し
て
い
ま
す
。

　
日
常
の
暮
ら
し
に
大
き

く
関
わ
る
商
品
の
値
段
や

制
度
、
サ
ー
ビ
ス
が
変
わ

り
ま
し
た
。

　
特
に
納
豆
や
ヨ
ー
グ
ル

ト
、
ワ
イ
ン
な
ど
食
品
・

飲
料
の
値
上
げ
が
相
次

ぎ
、
家
計
の
負
担
が
増
し

ま
し
た
。
ま
た
、
パ
ー
ト

従
業
員
な
ど
非
正
規
労
働

者
の
有
期
雇
用
契
約
は
要

件
を
満
た
せ
ば
無
期
契
約

に
転
換
で
き
る
な
ど
生
活

の
安
定
に
つ
な
が
る
制
度

が
本
格
導
入
さ
れ
る
な
ど

良
い
事
も
あ
り
ま
す
。

　
負
担
増
、
負
担
減
を
う

ま
く
使
い
こ
な
し
て
、
楽

し
い
生
活
を
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。（

山
崎
　
英
司
）

編集室

議　長  田中　孝幸　　　　　　　　　委 員 長  大垣　　勇　　委　員  山崎　英司
副委員長  吉田　　智　　委　員  山﨑　陸郎

広報特別委員会

・標津町議会ホームページ…https://www.shibetsutown.jp/gikai/
・お問い合わせ………………gikai@shibetsutown.jp

私
は
平
成
十
八
年
度
か
ら

二
十
年
度
ま
で
標
津
中
の
教

頭
と
し
て
働
い
て
い
ま
し
た
。

主
な
施
設
が
す
べ
て
町
の
中

心
付
近
に
存
在
し
、
住
民
の

フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
大
変
軽
く
、

教
育
活
動
を
効
率
的
に
進
め

る
こ
と
が
で
き
た
記
憶
が
あ

り
ま
す
。

平
成
二
十
七
年
度
、
標
津

小
の
校
長
と
し
て
七
年
ぶ
り

に
戻
っ
て
き
た
と
こ
ろ
、
標

津
町
は
「
教
育
の
町
」
化
が

進
ん
で
い
ま
し
た
。
平
成

二
十
九
年
度
に
は
認
定
こ
ど

も
園
が
開
園
し
、
標
津
・
川

北
両
地
区
共
に
園
小
中
が
一

校
ず
つ
に
な
り
、
縦
横
の
連

携
が
し
や
す
い
環
境
に
な
り

ま
し
た
。
コ
ン
パ
ク
ト
な
学

校
規
模
の
た
め
、
教
育
行

政
方
針
が
隅
々
ま
で
素
早
く

浸
透
す
る
利
点
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
教
育
委
員
会
の
強
力
な

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
、
特
に
前

青
山
教
育
長
か
ら
指
導
、
命

令
（
笑
）
に
よ
り
、
教
育
改

革
を
次
々
と
進
め
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。「
人
・
物
・

金
・
経
営
」
へ
の
惜
し
み
な

い
支
援
で
、
昨
日
つ
ぶ
や
い

た
こ
と
が
今
日
実
現
す
る
勢

い
で
し
た
。
標
津
の
子
を
健

全
に
育
て
た
い
と
い
う
願
い

が
伝
わ
り
、
期
待
に
応
え
よ

う
と
奮
闘
し
て
早
三
年
が
過

ぎ
ま
し
た
。
標
津
地
区
一
貫

教
育
推
進
協
議
会
の
設
立
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ク
ー
ル

事
業
を
実
践
す
る
学
校
運
営

協
議
会
の
設
立
、
秋
田
県
美

郷
町
と
の
交
流
、
デ
ジ
タ
ル

教
科
書
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
用

い
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
充
実
な

ど
、
よ
そ
の
町
で
は
な
か
な

か
で
き
な
い
こ
と
が
次
々
と

実
現
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
各
学
校
で
は
、

「
標
津
型
学
習
ス
タ
イ
ル
」

に
よ
る
授
業
改
善
、
授
業
中

の
約
束
事
を
決
め
る
「
学

習
規
律
」
の
徹
底
、「
生
活

リ
ズ
ム
チ
ェ
ッ
ク
」
で
家
庭

教
育
と
協
力
、「
家
庭
学
習

の
手
引
き
」
の
発
行
、
複
数

教
員
に
よ
る
授
業
、
特
別
支

援
教
育
の
充
実
、
全
学
年
体

力
テ
ス
ト
の
実
施
、
栄
養
教

諭
に
よ
る
食
育
、
健
康
・
安

全
・
防
犯
・
防
災
教
育
で
の

外
部
指
導
者
の
積
極
的
な
活

用
な
ど
、
あ
の
手
こ
の
手
を

使
っ
て
「
生
き
抜
く
力
」
を

育
て
て
い
ま
す
。

標
津
小
は
、
ふ
る
さ
と
教

育
「
サ
ケ
学
習
」
が
評
価
さ

れ
平
成
二
十
七
年
度
釧
新
教

育
活
動
賞
、
授
業
改
善
に
直

結
す
る
校
内
研
修
の
実
績
に

よ
り
平
成
二
十
八
年
度
根
室

管
内
教
育
実
践
表
彰
、
授
業

改
善
推
進
チ
ー
ム
活
用
事
業

に
よ
る
学
力
向
上
の
取
組
に

よ
り
平
成
二
十
九
年
度
北
海

道
教
育
実
践
表
彰
を
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。
評
価
さ
れ

認
め
ら
れ
る
こ
と
は
、
子
ど

も
も
大
人
も
次
に
進
む
自
信

に
つ
な
が
り
ま
す
。

今
年
か
ら
三
年
生
以
上
の

英
語
科
が
始
ま
り
授
業
時
間

が
一
時
間
増
え
ま
す
。
道
徳

は
特
別
な
教
科
に
な
り
ま
す
。

表
面
的
な
制
度
は
こ
れ
か
ら

も
変
わ
り
ま
す
が
、「
人
格

の
完
成
を
目
指
す
」
教
育
の

目
的
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

　
「
海
、
山
、
川
、
大
平
原
」

豊
か
な
自
然
と
産
業
に
恵
ま

れ
た
標
津
町
。
そ
こ
に
「
教

育
」
を
加
え
る
。
そ
れ
は
教

育
（
人
）
が
大
切
な
財
産
だ

か
ら
で
す
。
未
来
の
標
津
町

を
支
え
る
の
は
、
今
を
生
き

る
子
ど
も
達
で
す
。
私
た
ち

教
職
員
は
、
町
の
後
継
者
を

育
て
る
と
い
う
重
大
な
役
割

を
担
っ
て
い
ま
す
。

標
津
地
区
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
ス
ク
ー
ル
の
目
標
を

「（
し
）
幸
せ
に
暮
ら
す
こ
と

が
で
き
る
、（
べ
）
平
和
な

標
津
を
み
ん
な
で
（
つ
）
創

り
ま
し
ょ
う
」
と
し
ま
し

た
。
学
校
だ
け
に
教
育
を
任

せ
る
時
代
は
終
わ
り
ま
し
た
。

「
み
ん
な
で
育
て
る
」
を
合

言
葉
に
し
て
、
今
後
と
も
ご

支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

寄稿

標
津
町
立
標
津
小
学
校
　

 

校
　
長
　
飯
　
田
　
輝
　
雄

「
教
育
の
町
」標
津


